
○
卒
業
の
季
節

　
卒
園
、卒
業
の
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

保
護
者
の
皆
さ
ん
も
さ
ぞ
お
喜
び
の
こ
と
と
思
い
ま

す
。
卒
業
生
の
皆
さ
ん
に
は
新
し
い
進
路
を
目
指
し

前
途
洋
々
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

○
平
成
二
十
五
年
度
の
予
算
成
立

　
二
〇
四
〇
年
に
な
る
と
全
国
の
自
治
体
が
人
口
減

少
に
突
入
す
る
と
マ
ス
コ
ミ
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
本

村
は
人
口
対
策
の
先
進
地
で
あ
る
と
い
う
前
向
き
な

と
ら
え
方
を
し
て
、
美
し
い
自
然
の
生
態
系
と
伝
統

文
化
を
守
り
、
持
続
可
能
な
故
郷
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。
ま
た
村
民
が
安
心
安
全
な
生
活
が
送
れ
る
事
を

目
的
と
し
た
村
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
本
年
度
予
算

も
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
に
対
処
し
て
い
く
予
算

と
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
ら
ま
し
を
本
誌
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。
な
お
直
接
個
人
に
関
係
す
る
助
成
事
業
な

ど
は
抜
粋
し
、
一
覧
表
を
自
治
会
配
布
し
ま
す
の
で

関
係
予
算
を
ご
利
用
下
さ
い
。

○
交
通
安
全
と
火
災
予
防
を
お
願
い
し
ま
す

　
春
の
交
通
安
全
運
動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
村
民

全
員
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
例
年
こ
の
時
期
に

火
災
が
起
き
て
い
ま
す
。
今
年
こ
そ
無
火
災
で
す
ご

せ
る
よ
う
火
の
用
心
に
も
ご
協
力
願
い
ま
す
。

○
春
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

　
五
月
三
日
に
は
恒
例
の
つ
ち
の
こ
フ
ェ
ス
タ
を
開

催
し
ま
す
。
大
勢
の
ご
家
族
連
れ
が
ご
参
加
頂
け
る

も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

村
長
室
か
ら

2013

　○ 4 月 5 日、みつば保育園に入園したもも組と保護者の皆さん
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で
は
、
第
四
次
総
合

計
画
に
お
け
る
五
つ

の
柱「
に
ぎ
わ
い
」「
す
み
よ
さ
」

「
や
さ
し
さ
」「
ゆ
た
か
さ
」「
行

財
政
」に
沿
っ
て
説
明
し
ま
す
。

に
ぎ
わ
い
づ
く
り

①
各
種
交
付
金
事
業
の
継
続

　
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
推

進
事
業
、
農
地
・
水
保
全
管
理

支
払
交
付
金
事
業
、
森
林
整
備

地
域
活
動
支
援
交
付
金
事
業
な

ど
を
継
続
実
施
し
、
村
の
大
切

な
資
産
で
あ
る
農
地
と
森
林
を

守
る
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

②
農
林
業
振
興
策

　
申
請
面
積
が
拡
大
し
て
い
る

農
地
流
動
化
奨
励
金
制
度
は
有

効
な
耕
作
放
棄
地
対
策
と
判
断

し
、
十
㌃
当
た
り
の
補
助
金
を

一
万
五
千
円
に
増
額
し
ま
す
。

　
茶
業
振
興
で
は
防
霜
施
設
整

備
へ
の
重
点
支
援
期
間
の
最
終

年
度
と
し
て
、
引
き
続
き
補
助

率
三
分
の
二
で
助
成
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
新
世
紀
工
房
の
乗

用
茶
刈
機
整
備
へ
の
助
成
で
茶

生
産
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

　
有
害
鳥
獣
対
策
で
は
捕
獲
柵

購
入
補
助
金
を
継
続
、
猪
の
捕

獲
頭
数
は
百
頭
を
予
定
。
そ
の

ほ
か
県
制
度
の
「
あ
す
な
ろ
農

業
塾
」
参
加
者
を
対
象
に
ト
マ

ト
の
新
規
就
農
を
支
援
し
ま

す
。

　
林
業
振
興
で
は
年
間
を
通
じ

て
林
道
、
作
業
道
の
管
理
事
業

を
継
続
、
前
述
の
森
林
整
備
地

域
活
動
支
援
交
付
金
事
業
と
併

せ
て
森
林
の
付
加
価
値
向
上
に

努
め
ま
す
。
こ
の
ほ
か
広
域
林

道
開
設
促
進
や
清
流
の
国
ぎ
ふ

森
林
・
環
境
税
事
業
に
も
力
を

注
ぎ
ま
す
。

③
地
籍
調
査
事
業

　
県
補
助
金
の
増
額
予
定
を
受

け
、
上
親
田
及
び
黒
渕
地
区
を

中
心
に
事
業
量
を
増
や
し
進
捗

率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

④
商
工
業
振
興
策

　
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

へ
の
加
入
促
進
支
援
、
商
工
業

設
備
資
金
利
子
補
給
制
度
、
商

工
会
へ
の
支
援
、
つ
ち
の
こ
商

品
券
発
行
事
業
へ
の
支
援
を
継

続
し
て
実
施
し
ま
す
。

住
み
よ
さ
づ
く
り

①
県
単
土
地
改
良
修
繕
事
業

　
県
単
か
ん
が
い
排
水
事
業
に

高校生通学支援の拡充
18 歳まで医療費無料
地域おこし協力隊

総額 32 億円の使いみち

　
三
月
十
一
日
最
終
日
の
第
一
回
議
会
定
例
会
に
て
平
成
二
十
五
年

度
当
初
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
は
六
年
連
続
で
増
加
と
な
り
、
人
口
対
策
と
住
み
よ
い

村
の
実
現
を
目
標
に
予
算
を
編
成
し
て
い
ま
す
。

歳
出

一般会計

地方交付税

分担金・負担金

使用料・手数料

その他
繰越金

県支出金

国庫支出金

村債

その他

村税

など

歳入

20 億 7,000 万円一般会計
予算総額

に
つ
い
て
、
収
入
区

分
ご
と
に
主
な
増
減

理
由
を
説
明
し
ま
す
。

（
増
）
村
税
…
特
定
扶
養
控
除

の
廃
止
に
よ
る
村
民
税
の
増
額

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

（
増
）
地
方
交
付
税
…
地
方
財

政
計
画
で
減
額
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
が
、
定
住
自
立
圏
分
を

含
め
て
前
年
度
よ
り
増
額
し
ま

し
た
。

（
減
）
国
庫
支
出
金
…
村
道
災

害
復
旧
負
担
金
な
ど
を
減
額
し

て
い
ま
す
。

（
増
）
県
支
出
金
…
地
籍
調
査

費
負
担
金
の
増
額
な
ど
を
見
込

み
ま
し
た
。

（
減
）
村
債
…
公
債
費
負
担
適

正
化
計
画
の
範
囲
内
で
有
利
な

過
疎
対
策
債
を
主
に
活
用
し
ま

す
。
ソ
フ
ト
事
業
で
三
千
五
百

三
十
万
円
、
ハ
ー
ド
事
業
の
財

源
と
し
て
九
千
九
十
万
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
臨

時
財
政
対
策
債
七
千
万
円
を
加

え
ま
し
た
が
、
全
体
で
は
前
年

度
よ
り
減
額
し
て
い
ま
す
。

（
増
）
繰
越
金
…
前
年
度
の
財

政
運
営
状
況
と
国
保
会
計
へ
の

法
定
外
繰
出
な
ど
を
踏
ま
え
、

前
年
度
よ
り
増
額
し
収
支
の
バ

ラ
ン
ス
を
と
り
ま
し
た
。

歳
入

一般会計

依
存
財
源

地 方 交 付 税 9 億 1,500 万円 
国 庫 支 出 金 9,125 万円 
県 支 出 金 1 億 3,655 万円 
村 債 1 億 9,620 万円 
そ の 他 5,650 万円 

自
主
財
源

村 税 1 億 9,000 万円 
分担金・負担金 1,022 万円 
使用料・手数料 6,552 万円 
繰 越 金 3 億 7,668 万円 
そ の 他 3,208 万円 
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域
福
祉
計
画
」
を
策
定
、
す
る

と
と
も
に
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
「
地
域
福
祉
行
動
計
画
」
を

策
定
し
て
今
後
五
年
間
の
目
標

を
定
め
ま
す
。

　
ま
た
、
従
来
か
ら
の
老
人
ク

ラ
ブ
の
運
営
助
成
や
国
・
県
の

制
度
に
の
っ
と
っ
て
障
が
い
福

祉
施
策
を
総
合
的
に
推
進
し
、

管
内
市
町
や
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
各
種
支
援
策
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

⑤
み
つ
ば
保
育
園
の
運
営

　
保
育
園
の
組
立
式
プ
ー
ル
を

更
新
し
、
園
児
の
保
育
環
境
を

整
備
し
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
ゆ
た
か
さ
づ
く
り

①
高
校
生
の
支
援
事
業

　
高
校
生
通
学
支
援
事
業
と
し

て
白
川
町
と
協
力
し
て
通
学
バ

ス
を
運
行
す
る
と
と
も
に
、
自

宅
通
学
に
か
か
る
交
通
費
の
一

部
を
拡
大
し
て
助
成
し
ま
す
。

さ
ら
に
下
宿
や
寮
で
生
活
す
る

家
庭
の
支
援
も
行
な
い
ま
す
。

　
ま
た
村
内
に
住
所
を
有
す
る

高
校
生
な
ど
が
医
療
費
無
料
化

の
対
象
と
な
る
よ
う
福
祉
医
療

費
事
業
を
拡
充
し
ま
す
。
こ
れ

に
と
も
な
い
名
称
を
「
乳
幼
児

等
医
療
費
」
か
ら
「
子
ど
も
医

療
費
」
に
改
め
分
か
り
や
す
い

制
度
の
運
用
に
努
め
ま
す
。

②
小
・
中
学
校
運
営

　
小
・
中
学
校
と
も
に
大
規
模

な
改
築
や
修
繕
は
終
了
し
ま
し

取
組
み
、
神
付
地
区
の
排
水
路

の
修
繕
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

②
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

　
県
事
業
で
診
療
所
裏
の
急
傾

斜
地
対
策
を
、
県
単
補
助
事
業

で
上
小
林
の
急
傾
斜
地
対
策
事

業
を
継
続
し
て
進
め
ま
す
。

③
危
険
木
除
去
事
業

　
家
屋
や
道
路
へ
の
被
害
が
心

配
さ
れ
る
危
険
木
の
除
去
を
積

極
的
に
推
進
し
ま
す
。

④
防
災
対
策
事
業

　
台
風
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
に

よ
る
河
川
の
氾
濫
を
監
視
す
る

ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
を
設
置
し
村
民

の
安
全
確
保
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
消
防
団
に
つ
い
て
は
団

員
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に

消
防
施
設
の
充
実
を
図
り
、
活

動
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。 

⑤
道
路
橋
梁
維
持
事
業

　
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

事
業
を
活
用
し
、
岩
倉
橋
修
繕

工
事
、
南
北
橋
調
査
委
託
と
村

道
の
維
持
修
繕
工
事
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

⑥
地
域
活
性
化
策

　
フ
ォ
レ
ス
タ
イ
ル
事
業
は

年
々
契
約
件
数
を
伸
ば
し
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
主
要
産
業
で

あ
る
木
造
建
築
関
連
産
業
の
振

興
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
新
た
な
事
業
と
し
て
地

域
お
こ
し
協
力
隊
を
募
集
し
て

村
の
担
い
手
と
し
て
地
域
力
の

維
持
・
強
化
を
図
り
、
村
内
産

品
の
販
売
や
空
き
家
対
策
な
ど

地
域
の
活
性
化
対
策
を
行
な
っ

て
い
き
ま
す
。

⑦
人
口
対
策
推
進
事
業

　
定
住
促
進
条
例
で
定
め
た

Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
者
の
定
住
促
進

へ
の
助
成
制
度
を
拡
充
し
、
人

口
対
策
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

⑧
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置

補
助
金
制
度
の
拡
充

　
自
然
環
境
に
優
し
い
太
陽
光

発
電
設
備
の
設
置
を
更
に
奨
励

す
る
た
め
、
内
容
を
拡
充
し
補

助
金
交
付
を
行
な
い
ま
す
。  

⑨
定
住
自
立
圏
構
想
の
推
進

　
美
濃
加
茂
市
と
締
結
し
た
定

住
自
立
圏
の
形
成
に
関
す
る
協

定
に
基
づ
き
、
よ
り
快
適
で
幸

福
な
暮
ら
し
の
実
現
の
た
め
、

様
々
な
政
策
分
野
で
連
携
し
民

間
の
意
欲
と
発
想
を
積
極
的
に

引
き
出
し
圏
域
全
体
の
活
性
化

に
つ
な
げ
ま
す
。

⑩
地
域
情
報
化
対
策
事
業

　
情
報
通
信
基
盤
機
器
は
事
業

開
始
か
ら
八
年
目
を
迎
え
、
一

部
の
機
器
が
耐
用
年
数
を
過
ぎ

て
い
ま
す
。
情
報
通
信
基
盤
管

理
運
営
協
議
会
の
答
申
を
受
け

て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
及
び

サ
ー
バ
ー
機
器
の
更
新
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

や
さ
し
さ
の
あ
る
む
ら

①
高
齢
者
等
外
出
支
援
事
業

　
高
齢
者
外
出
時
の
交
通
安
全

対
策
の
ほ
か
、
地
域
間
交
流
で

の
生
き
が
い
づ
く
り
や
通
院
・

買
い
物
支
援
を
実
施
し
外
出
支

援
車
両
を
有
効
活
用
し
ま
す
。

②
予
防
接
種
事
業

　
一
歳
～
中
学
生
ま
で
と
生
活

保
護
世
帯
な
ど
へ
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用

の
全
額
助
成
を
継
続
す
る
ほ

か
、
今
年
度
か
ら
高
齢
者
の
負

担
に
配
慮
し
管
内
市
町
と
同
額

負
担
ま
で
軽
減
措
置
を
と
り
ま

す
。

　
ま
た
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ

ン
・
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
な
ど
の
無
料
接
種

を
継
続
し
ま
す
。

③
福
祉
生
活
支
援
事
業

　
つ
ち
の
こ
商
品
券
配
布
事
業

や
、
前
年
度
開
始
の
在
宅
で
常

時
お
む
つ
を
使
用
す
る
家
庭
や

乳
幼
児
が
居
る
家
庭
へ
の
可
燃

ご
み
袋
無
料
配
布
を
引
き
続
き

実
施
し
ま
す
。

④
高
齢
者
対
策
・
障
が
い
者
対

策
事
業

　
住
み
慣
れ
た
土
地
で
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、「
地

議 会 費 3,788 万円
総 務 費 3 億 7,140 万円
民 生 費 4 億 0,111 万円
衛 生 費 3 億 5,261 万円
農林水産業費 1 億 7,689 万円

商 工 費 8,286 万円

土 木 費 1 億 5,888 万円

消 防 費 7,210 万円

教 育 費 1 億 3,294 万円

公 債 費 2 億 8,233 万円

予 備 費 100 万円

総務費

議会費

民生費

衛生費

商工費

土木費

消防費
教育費

公債費

予備費

農林水産業費

歳出
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た
が
、
引
き
続
き
校
舎
な
ど
の

維
持
管
理
や
教
育
備
品
の
整
備

を
計
画
的
に
行
な
い
児
童
生
徒

が
安
全
に
の
び
の
び
と
活
動
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。

③
公
民
館
講
座
事
業

　
生
涯
学
習
の
き
っ
か
け
づ
く

り
と
し
て
「
お
出
か
け
公
民
館

講
座
」
や
文
化
協
会
と
の
協
働

開
催
に
よ
る
講
座
を
実
施
し
ま

す
。

④
は
な
の
き
会
館
ホ
ー
ル
事
業

　
今
年
度
は
隔
年
で
行
な
う
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
年
で
、
三
井
住

友
海
上
文
化
財
団
の
協
力
を
得

て
「
地
域
住
民
の
た
め
の
コ
ン

サ
ー
ト
」を
計
画
し
て
い
ま
す
。

健
全
な
行
財
政
運
営

①
定
員
管
理
の
適
正
化

　
職
員
を
一
名
採
用
し
ま
す

が
、
常
に
業
務
改
善
を
行
な
い

な
が
ら
適
正
な
定
員
管
理
を
行

な
い
ま
す
。

②
経
費
の
節
減
合
理
化

　
経
常
経
費
は
燃
料
費
の
高
騰

な
ど
厳
し
い
状
況
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
徹
底
し
た
節
約
を
行
な

い
、
経
費
増
を
防
ぎ
ま
す
。

③
税
・
使
用
料
な
ど
の
徴
収
率

の
改
善

　
村
税
や
国
保
税
、
水
道
使
用

料
な
ど
の
徴
収
率
改
善
の
た
め

納
税
者
の
納
税
意
識
の
高
揚
を

図
る
と
と
も
に
、
地
方
税
法
な

ど
に
基
づ
く
厳
し
い
措
置
を
と

ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
す
。

前
年
度
に
引
き
続
き
中
濃
県
税

事
務
所
と
協
力
し
て
県
・
市
町

村
徴
税
吏
員
へ
の
委
任
制
度
を

実
施
し
、
共
同
で
滞
納
整
理
を

行
な
い
ま
す
。
ま
た
時
効
の
管

理
、債
権
な
ど
の
差
し
押
さ
え
、

土
地
開
発
基
金
の
活
用
に
よ
る

山
林
な
ど
の
不
動
産
の
換
価
方

策
整
備
な
ど
の
対
策
を
引
き
続

き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

④
村
有
財
産
の
管
理

　
村
有
林
の
下
刈
、
除
間
伐
作

業
を
実
施
し
適
正
な
村
有
林
管

理
に
努
め
ま
す
。
ま
た
村
外
者

の
所
有
す
る
譲
渡
希
望
山
林
の

村
有
林
化
も
順
次
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

⑤
第
五
次
総
合
計
画
策
定
　

　
総
合
計
画
は
、
全
て
の
計
画

の
基
本
と
な
る
最
上
位
計
画
で

村
の
目
指
す
将
来
像
と
将
来
の

目
標
を
明
ら
か
に
す
る
重
要
な

計
画
で
す
。
次
期
計
画
第
五
次

総
合
計
画
は
、
平
成
二
十
七
年

度
か
ら
八
年
間
の
計
画
期
間
で

策
定
を
予
定
し
、
今
年
度
は
策

定
準
備
と
し
て
村
民
意
向
調
査

や
集
落
座
談
会
、
活
性
化
講
演

会
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
加
入
者
は
七
百
六
十
四
人
を
想
定
。
主

財
源
の
保
険
税
は
税
率
を
据
え
置
き
。

　
加
入
者
一
人
ひ
と
り
の
健
康
増
進
を
課

題
に
国
保
診
療
所
と
連
携
し
今
ま
で
以
上

の
予
防
、健
康
指
導
を
通
し
て
早
期
発
見
、

早
期
治
療
に
取
り
組
み
ま
す
。
特
に
、
生

活
習
慣
病
予
防
が
目
的
の
特
定
検
診
の
受

診
率
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
未
納
に
つ
い
て
は
、
相
互
扶
助
で
あ
る

こ
と
を
説
明
し
理
解
い
た
だ
い
て
収
納
率

の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
法
で
認
め

ら
れ
た
強
制
執
行
な
ど
も
実
施
し
ま
す
。

　
第
一
号
被
保
険
者
一
千
三
十
四
人
を

想
定
。
基
準
と
な
る
月
額
保
険
料
は
第

四
期
事
業
計
画
期
間
の
料
率
を
据
え
置

き
、
二
十
六
年
度
ま
で
同
額
で
計
画
。

　
本
村
で
は
、
介
護
す
る
側
の
高
齢
化

が
益
々
進
み
、
在
宅
で
の
介
護
力
の
低

下
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
介
護
保
険
制
度

の
健
全
運
営
と
、
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ

ス
を
安
定
的
に
供
給
す
る
こ
と
が
行
政

の
責
務
と
認
識
し
努
力
し
て
き
ま
す
。

　
診
療
所
へ
機
能
転
換
を
図
っ
て
六
年

目
、
診
療
所
事
業
改
革
委
員
会
の
答
申

に
沿
っ
て
経
営
の
方
向
性
な
ど
を
専
門

機
関
に
調
査
研
究
を
依
頼
し
、
将
来
の

あ
り
方
を
含
め
研
究
を
進
め
ま
す
。

　
医
業
費
で
は
医
薬
材
料
費
が
前
年
度

途
中
か
ら
増
額
、
二
十
五
年
度
は
当
初

か
ら
予
算
を
確
保
し
ま
し
た
。

　
医
療
機
器
な
ど
の
整
備
で
は
、
引
き

続
き
順
次
必
要
な
も
の
か
ら
設
備
充
実

を
図
り
ま
す
。
今
年
度
は
、
胃
カ
メ
ラ

装
置
の
更
新
や
健
診
機
材
の
整
備
の
ほ

か
施
設
内
の
カ
ー
テ
ン
や
ブ
ラ
イ
ン
ド

を
更
新
し
ま
す
。

　
七
十
五
歳
以
上
の
方
と
、
六
十
五
歳

以
上
七
十
五
歳
未
満
で
一
定
の
障
が
い

が
あ
る
方
六
百
四
十
三
人
を
想
定
し
、

保
険
料
の
徴
収
及
び
申
請
書
の
受
付
事

務
な
ど
に
係
る
経
費
を
計
上
し
ま
し

た
。

　
現
在
の
給
水
件
数
は
九
百
七
十
四
件
。

　
施
設
の
一
部
が
老
朽
化
し
て
い
る
た

め
、
本
年
度
よ
り
四
年
計
画
で
国
庫
補
助

を
受
け
大
明
神
水
系
の
機
器
更
新
を
計
画

中
で
す
。
初
年
度
は
大
明
神
浄
水
場
の
計

装
盤
等
施
設
機
器
を
更
新
し
ま
す
。

　
そ
の
他
施
設
も
更
新
時
期
に
な
っ
て
い

る
た
め
、
少
し
で
も
長
く
使
え
る
よ
う
適

切
な
維
持
管
理
・
改
修
工
事
を
進
め
、
安

全
で
清
浄
な
水
道
水
の
供
給
に
努
め
ま

す
。

　
下
水
道
施
設
と
し
て
四
施
設
の
小
規
模

集
合
排
水
処
理
施
設
の
管
理
を
行
な
い
、

受
益
戸
数
は
合
計
九
十
九
戸
で
す
。

　
各
組
合
の
ご
尽
力
に
よ
り
安
定
し
た
運

営
を
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
組
合
と

連
携
を
一
層
強
化
し
生
活
排
水
の
処
理
に

万
全
を
期
し
て
い
き
ま
す
。

　 国 保 診 療 所 　
2 億 8,450 万円

後期高齢者医療
3,540 万円

　 下 水 道　　
2,200 万円

　 国 民 健 康 保 険　　
3 億 5,890 万円 

　 介 護 保 険 　
2 億 5,460 万円

　 簡 易 水 道 　
2 億 4,620 万円

　 特 別 会 計 　
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　現在東白川村の出身者の方が会員となって活動している「村人会」は、岐阜東白川花の木会、東白川
中京村人会、東京東白川クラブの３つがあり、会員同士の親睦を図るとともに故郷東白川村との交流を
深め、併せて村の活性化のために色々な面でサポート頂いています。
　しかし関西方面には村出身者のための村人会がまだありません。そこでこの度京都にお住まいの桂川
孝裕さん（黒渕出身）と橋長豊さん（西洞出身）が発起人となり、関西における東白川会の設立を計画
されています。先輩村人会同様に会員同士の親睦を図りながら、小学生が修学旅行で奈良や京都を訪れ
た時の激励や、関西の大学に進学した子ども達のサポート、そして故郷東白川村活性化のお手伝いがで
きる活動を進めていく予定です。
　設立にあたり関西地方の村出身者の皆さんにお声かけさせて頂く方法として、村民の皆さんに京都や
大阪などの関西地方にお住まいのご家族、ご親戚、同級生、先輩後輩などをご紹介願うため、広報誌紙
面を使ってのお知らせとさせて頂きます。情報提供頂ける方は、下記の役場担当または協力者へご連絡
下さい。

■お問合わせ
東白川村役場…産業建設課林務商工係 0574-78-3111（内線 270）
協力者…村雲辰善（下親田）安江利修（加舎尾）今井明徳（西洞）

関西にお住まいの東白川村出身の方をご紹介下さい
関西東白川会（仮名）の設立を準備しています

亀
岡
市
（
京
都
府
議
会
議
員
）

桂
川 

孝
裕
さ
ん

　
四
月
一
日
、
久
し
ぶ
り
に
故
郷
へ
帰

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
仕
事
柄
、
休

み
を
取
る
こ
と
が
難
し
く
一
年
数
ヶ
月

ぶ
り
で
し
た
。
ハ
ナ
ノ
キ
が
咲
き
は
じ

め
、
清
流
白
川
が
輝
く
様
子
は
私
の
心

の
故
郷
そ
の
も
の
で
し
た
。

　
今
私
は
京
都
府
亀
岡
市
に
在
住
し
て

い
ま
す
。
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
地
で
、

地
方
政
治
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

も
祖
父
そ
し
て
父
か
ら
受
け
継
い
だ
思

い
が
、
私
を
政
治
の
道
へ
と
導
い
た
も

の
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
私
の
原
動
力
は
、
故
郷
東
白

川
村
に
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
故
郷

へ
の
思
い
は
尽
き
る
事
が
あ
り
ま
せ

ん
、
辛
い
時
や
悲
し
い
時
、
い
つ
も
故

郷
を
想
い
力
に
変
え
て
い
ま
す
。村
は
、

出
身
者
に
と
っ
て
心
の
拠
り
所
で
す
。

い
つ
ま
で
も
活
気
が
あ
り
美
し
い
故
郷

で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
父
が
村
長
時
代
に
取
り
組
ん

だ
関
西
東
白
川
会
を
京
都
で
立
ち
上
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。
村
民
の
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

京
都
市
（
㈱
コ
ー
ロ
ク
取
締
役
社
長
）

橋
長 

豊
さ
ん

　
故
郷
東
白
川
村
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち

は
。
西
洞
出
身
の
橋
長
豊（
旧
姓
小
池
）

と
申
し
ま
す
。
故
郷
を
離
れ
て
二
十
九

年
が
過
ぎ
、
現
在
の
京
都
市
に
住
ん
で

二
十
六
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
お
正
月
と
お
盆
に
は
毎
年
帰
省
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
度
に
故
郷
が
有
る
こ

と
に
感
謝
し
、
ま
た
私
自
身
の
先
祖
、

親
、
幼
少
期
の
友
人
や
仲
間
な
ど
の
存

在
に
有
り
難
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
会
社
経
営
に
日
々
精
進
し
て
お

り
ま
す
が
心
の
拠
り
所
は
や
は
り
自
然

が
い
っ
ぱ
い
の
我
が
故
郷
で
す
。

　
こ
こ
最
近
思
う
の
は
私
自
身
の
人
生

の
礎
と
な
る
も
の
を
育
ん
で
く
れ
た
故

郷
に
対
し
て
何
か
お
役
立
ち
出
来
な
い

か
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
私
が
住

む
京
都
を
含
め
関
西
在
住
の
村
出
身

の
方
々
と
の
交
流
を
図
り
、
遠
く
離
れ

て
い
て
も
我
が
故
郷
に
貢
献
出
来
る
こ

と
の
情
報
交
換
の
場
を
持
ち
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
い
つ
ま
で
も
素
晴
ら
し
い
東
白
川
村

の
繁
栄
を
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

故郷に想いをよせて～京都より
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千
葉
県
で
三
月
二
十
九
日
か
ら
二
日

間
開
か
れ
た
「
第
十
二
回
全
国
小
学
生

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
・
小
学
五
年
生
女

子
の
部
」
に
、
岐
阜
県
代
表
と
し
て
永

田
玲
奈
さ
ん
（
下
親
田
）
が
河
村
笑
花

さ
ん
（
坂
祝
町
）
と
の
ペ
ア
で
出
場
し

ま
し
た
。

　
県
代
表
は
昨
年
秋
に
行
な
わ
れ
た

「
岐
阜
県
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
秋
季

大
会
」
の
上
位
四
ペ
ア
で
、
永
田
さ
ん

は
昨
年
に
引
き
続
き
二
年
目
の
全
国
出

場
と
な
り
ま
す
。

　
前
回
の
結
果
は
予
選
リ
ー
グ
二
位

で
、
今
年
は
出
場
報
告
の
際
に
目
標
だ

と
語
っ
た
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
へ
進
出

し
、
出
場
百
八
十
チ
ー
ム
の
う
ち
見
事

ベ
ス
ト
32
入
り
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
大
会
を
終
え
た
永
田
さ
ん
は
「
楽
し

ん
で
試
合
が
出
来
た
し
、
目
標
通
り
の

結
果
を
残
せ
て
よ
か
っ
た
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　
今
後
は
再
び
全
国
出
場
を
目
指
し
、

予
選
と
な
る
四
月
二
十
日
の
「
岐
阜
県

小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
」

に
向
け
練
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
で
全
国
大
会
へ

永
田
玲
奈
さ
ん
二
年
連
続
出
場

　
三
月
十
日
、
は
な
の
き
会
館
で
消
防

団
の
入
退
団
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
長
年
活
動
に
尽
力
し
て
き

た
退
団
者
へ
村
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ

た
ほ
か
、
新
た
に
加
わ
っ
た
団
員
へ
の

辞
令
交
付
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
新
入
団
員
六
人
を
加
え
、

総
員
百
二
十
四
人
と
協
力
隊
員
五
十
三

人
で
消
防
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

※
入
退
団
者
・
役
員
紹
介

【
退
団
】
副
団
長
…
今
井
磨
弘
（
大
沢
）、

分
団
長
…
安
江
淳
（
日
向
）、
部
長
…

永
田
弘
二
（
下
親
田
）、梅
田
美
孝
（
美

濃
加
茂
市
）、
安
江
規
（
大
明
神
）、
団

員
…
田
口
哲
也
（
美
濃
加
茂
市
）、
鈴

木
興
志
（
中
通
）

【
入
団
】
安
江
健
太
郎
（
神
付
）、
古
田

丈
士
（
下
野
）、
田
口
慎
也
（
神
付
）、

安
江
辰
也
（
大
明
神
）、今
井
恭
兵
（
下

野
）、
立
木
宏
和
（
中
通
）

【
役
員
】
団
長
…
安
江
真
博
（
陰
地
）

筆
頭
副
団
長
…
今
井
美
道
（
神
付
）

副
団
長
…
牧
野
勇
三
（
日
向
）、
今
井

誠
（
神
付
）

分
団
長
…
有
賀
浩
幸
（
平
）、 

訓
練
・

田
口
清
隆
（
平
）、藤
井
貴
広
（
大
沢
）、 

ポ
ン
プ
・
安
江
太
朗
（
加
舎
尾
）、
土

井
啓
也
（
陰
地
）、 

予
防
・
村
雲
滝
夫
（
陰

地
）、 

ラ
ッ
パ
／
警
備
・
安
江
太
一
（
中

通
）

部
長
…
第
一
部
・
土
井
宏
治
（
柏
本
）、

第
二
部
・
田
口
紳
一
（
神
付
）、第
三
部
・

古
田
康
二
（
平
）、
第
四
部
・
田
口
健

次（
陰
地
）、第
五
部
・
新
田
政
直（
中
通
）

※
敬
称
略

　
　
平
成
十
二
年
か
ら
村
と
中
津
川
市

加
子
母
の
小
・
中
学
校
で
英
語
の
指
導

を
さ
れ
て
い
た
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン
・
ダ
ー

ト
さ
ん
が
、
昨
年
度
末
に
退
職
さ
れ
ま

し
た
。
三
月
十
九
日
に
は
子
ど
も
の
英

語
学
力
向
上
へ
の
貢
献
に
対
し
、
村
か

ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
笑
い
や
ゲ
ー
ム
を
交
え
手
作
り
の
教

材
を
使
っ
た
授
業
は
、
生
徒
児
童
か
ら

英
語
を
分
か
り
や
す
く
楽
し
く
学
ぶ
こ

と
が
出
来
た
と
高
い
人
気
を
集
め
ま
し

た
。

　
ま
た
授
業
以
外
で
も
生
徒
と
一
緒
に

音
楽
活
動
を
し
た
り
、
村
の
各
種
イ
ベ

ン
ト
へ
の
積
極
的
な
参
加
、
国
際
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ
事
業
の
サ
ポ
ー
ト

も
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
村
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
「
皆
さ

ん
十
三
年
間
あ
り
が
と
う
。
村
は
僕
の

日
本
の
第
一
歩
だ
っ
た
。
先
生
だ
け
で

な
く
人
間
と
し
て
育
て
て
く
れ
た
ふ
る

さ
と
で
す
。T

h
an

k y
ou

 v
ery

 m
u
ch

.
（
本
当
に
あ
り
が
と
う
）
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

楽
し
い
授
業
を
十
三
年

総
員
百
二
十
四
名
で
活
動
開
始

Ａ
Ｅ
Ｔ
の
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン
さ
ん
退
職

むらの話題

出場報告する永田さん

退団者の皆さん

村から感謝状

消
防
団
入
退
団
式



7 広報ひがししらかわ4H25.

　
三
月
十
九
日
、
美
濃
白
川
茶
匠
会
に

よ
る
「
白
川
茶
で
お
も
て
な
し
講
座
」

が
商
工
会
館
で
行
な
わ
れ
、
商
工
会
青

年
部
員
の
皆
さ
ん
十
六
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
講
師
は
日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

の
鈴
村
雄
二
さ
ん
（
白
川
町
）
、
事
業

所
な
ど
へ
の
来
客
に
お
い
し
さ
を
最
大

限
に
引
き
出
し
た
お
茶
で
お
も
て
な
し

出
来
る
よ
う
に
、
正
し
い
淹
れ
方
を
指

導
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
稲
垣
靖
さ
ん
（
陰
地
）

は
、
「
お
茶
の
産
地
で
育
っ
て
き
た

が
、
こ
の
よ
う
な
機
会
は
初
め
て
で

勉
強
に
な
っ
た
。
今
後
に
役
立
て
た

い
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
四
年
の
改
修
か
ら
二
十
年
が
経

過
し
た
総
合
運
動
場
は
、
老
朽
化
な
ど

で
使
用
に
支
障
が
出
て
い
ま
し
た
。

　
昨
年
五
月
に
体
育
協
会
や
使
用
者
の

代
表
な
ど
に
よ
る
検
討
委
員
会
を
設
置

し
改
修
箇
所
が
検
討
さ
れ
、
そ
の
結
果

を
元
に
し
た
改
修
工
事
が
こ
の
ほ
ど
終

了
し
ま
し
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
照
明

器
具
の
取
り
替
え
、
排
水
溝
の
設
置
、

ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
の
塗
装
、
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
で
は
ネ
ッ
ト
の
張
り
替
え
、
砂
の
補

充
、
照
明
機
器
の
取
り
替
え
な
ど
、
他

に
管
理
棟
の
修
繕
や
女
子
ト
イ
レ
の
洋

式
化
な
ど
検
討
委
員
か
ら
出
さ
れ
た
意

見
が
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
総
合
運
動
場
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
村
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
「
す
こ
や
か
な
心
を
守
る
た
め
に

大
切
な
こ
と
」
が
テ
ー
マ
の
講
演
会

が 

三
月
二
十
二
日
に
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
三
十
三
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
講
師
の
池
田
重
雄
医

師
（
南
ひ
だ
せ
せ
ら
ぎ
病
院
）
は
、

心
の
健
康
は
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で

く
ず
れ
や
す
い
こ
と
、
そ
の
分
か
り

や
す
い
目
安
は
睡
眠
で
、
眠
れ
な
い

日
が
続
く
な
ら
ま
ず
そ
の
改
善
が
大

事
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
参
加
者
か
ら
の
「
同
僚
に
精

神
科
受
診
を
す
す
め
た
い
が
抵
抗
が

あ
る
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
」
と
の

質
問
に
は
、
ま
ず
は
身
体
の
方
の
受

診
か
ら
専
門
医
に
つ
な
げ
る
方
法
も

あ
る
と
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
ま
し
た
。

　
三
月
二
十
七
日
、
村
と
県
の
職
員
が

五
加
下
野
地
区
の
倉
庫
に
保
管
さ
れ
た

産
業
廃
棄
物
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
廃
棄
物
は
処
分
者
不
在
で

過
去
に
村
内
六
ヶ
所
の
倉
庫
に
放
置
さ

れ
て
い
た
も
の
で
す
。
こ
の
う
ち
五
ヶ

所
は
地
元
住
民
や
倉
庫
管
理
者
な
ど
の

協
力
で
処
分
が
完
了
し
、
現
在
は
下
野

の
倉
庫
に
残
る
四
百
二
十
袋
ほ
ど
の
ト

ン
袋
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
、
村
は
県
か
ら
「
不
適
正
処

理
廃
棄
物
撤
去
支
援
事
業
交
付
金
事

業
」
に
よ
る
助
成
を
受
け
、
運
搬
・
リ

サ
イ
ク
ル
業
者
と
委
託
契
約
を
交
わ
し

廃
棄
物
を
処
分
す
る
予
定
で
す
。

明るい話題をご提供下さい

講習会の様子

講師の石田医師

お
い
し
い
淹
れ
方
を
学
習

商
工
会
青
年
部 

お
も
て
な
し
講
座
受
講

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
弾
み

総
合
運
動
場
改
修
工
事
が
完
了

一
人
で
悩
む
人
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う

こ
こ
ろ
の
講
演
会

今
年
度
に
合
同
で
処
理
予
定

県
と
村
職
員
、
産
業
廃
棄
物
を
視
察 保管されている廃棄物

改修されたダッグアウト

一人で悩まずお電話ください　保健福祉センター　78-2100
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■
東
白
川
小
学
校

転
入
　
教
諭
＝
井
上
貴
弘
（
中

部
中
か
ら
）
、
鈴
木
彩
（
根
本

小
か
ら
）
、
日
比
野
圭
祐
（
新

規
）
、
養
護
教
諭
＝
井
之
下
侑

加
（
新
規
）
、
事
務
主
査
＝
柴

田
法
昭
（
太
田
小
か
ら
）
、
非

常
勤
講
師
＝
川
合
康
司
（
新
規

）
、
藤
井
春
代
（
新
規
）

転
出
　
教
諭
＝
堀
嘉
文
（
長
森

南
小
へ
）
、
西
浦
い
づ
み
（
蘇

南
中
へ
）
、
熊
崎
吉
久
（
佐
見

中
へ
）
、
養
護
教
諭
＝
田
口
五

月
（
金
山
小
へ
）
、
事
務
主
任

＝
後
小
路
公
人
（
御
嵩
小
へ
）

■
東
白
川
中
学
校

転
入
　
教
諭
＝
中
島
正
勝
（
加

茂
高
か
ら
）
、
佐
伯
順
弘
（
高

雄
日
本
人
学
校
か
ら
）
、
英
語

指
導
助
手
＝
シ
ュ
ン
・
サ
ン
・

フ
ィ
（
新
規
）
、
非
常
勤
講
師

＝
角
田
由
紀
（
新
規
）

転
出
　
教
諭
＝
石
丸
真
輝
（
蘇

原
小
へ
）
、
松
川
直
生
（
桜
ヶ

丘
小
へ
）
、
講
師
＝
松
葉
祐
太

（
中
部
中
へ
）

■
村
職
員
人
事
異
動

※
（
　
）
は
前
職

異
動
　
国
保
診
療
所
（
地
域
医

療
セ
ン
タ
ー
）
課
長
補
佐
兼
医

療
部
門
庶
務
係
長
＝
安
江
任
弘

（
課
長
補
佐
兼
教
育
係
長
）
、

子
育
て
支
援
室
長
兼
児
童
家
庭

相
談
員
＝
安
江
と
よ
子
（
み
つ

ば
保
育
園
長
兼
子
育
て
支
援
室

長
兼
児
童
家
庭
相
談
員
）
、
み

つ
ば
保
育
園
長
＝
村
雲
喜
美
代

（
同
副
園
長
兼
主
任
保
育
士
）

教
育
係
長
＝
村
雲
修
（
医
療
部

門
庶
務
係
長
）
、
村
民
課
主
事

（
美
濃
加
茂
市
・
加
茂
郡
七
町

村
介
護
認
定
審
査
会
へ
派
遣
）

＝
渡
邉
隼
人
（
産
業
建
設
課
主

事
補
）
、
産
業
建
設
課
主
事
＝

今
井
恭
兵
（
新
採
用
）

■
国
保
診
療
所
（
地
域
医
療
セ

ン
タ
ー
）

研
修
派
遣
＝
今
井
さ
ち
子
（
医

療
部
門
主
任
看
護
師
）
、
医
療

部
門
主
任
看
護
師
＝
安
江
友
美

（
研
修
派
遣
）

■
事
務
嘱
託
員

神
土 
大
口
＝
村
雲
寛
、
平
＝

栗
本
保
彦
、
下
親
田
＝
安
江
雅

人
、
上
親
田
＝
安
江
一
郎
、
中

通
＝
村
雲
輝
孝
、
神
付
＝
安
江

豊
司
、
中
谷
＝
田
口
輝
久
、

加
舎
尾
＝
今
井
光
彦
、
西
洞
＝

樋
口
孝
祐

越
原 

曲
坂
＝
安
江
定
武
、
日

向
＝
安
江
政
春
、
陰
地
＝
安
江

正
孝
、
栃
山
＝
安
江
春
幸
、
黒

渕
＝
熊
澤
一
浩
、
大
明
神
＝
藤

垣
尚
史

五
加
　
柏
本
＝
古
田
俊
之
、
宮

代
＝
安
江
道
雄
、
大
沢
＝
今
井

英
史
、
下
野
＝
田
口
和
隆
、
久

須
見
＝
古
田
正
広

■
区
長
　
神
土
＝
大
坪
兼
行
（

上
親
田
）
、
越
原
＝
桂
川
信
道

（
陰
地
）
五
加
＝
島
倉
豊
幸
（

宮
代
）

■
み
つ
ば
保
育
園
保
護
者
会

会
長
＝
樋
口
貴
則
（
西
洞
）

副
会
長
＝
田
口
健
次
（
陰
地
）

岩
原
沙
織
（
柏
本
）

■
Ｐ
Ｔ
Ａ

中
学
校
　
会
長
＝
村
雲
修
（
神

付
）
副
会
長
＝
田
口
輝
久
（
中

谷
）
、
桂
川
葉
子
（
黒
渕
）

小
学
校
　
会
長
＝
村
雲
治
幸
（

神
付
）
、
副
会
長
＝
曽
我
道
弘

（
陰
地
）
、
伊
藤
里
枝
子
（
大

明
神
）

■
子
ど
も
会
　
会
長
＝
安
江
伴

睦
（
陰
地
）
、
副
会
長 

神
土

＝
村
雲
晴
夫
（
神
付
）
、
越
原

＝
高
木
誠
（
黒
渕
）
、
五
加
＝

土
井
宏
治
（
柏
本
）

■
高
校
生
保
護
者
会
　
会
長
＝

桂
川
憲
生
（
大
明
神
）
、
副
会

長
＝
田
口
正
昭
（
平
）
、
安
江

満
（
下
野
）

※
敬
称
略

お
し
ら
せ

【
東
白
川
村
】

■
ふ
る
さ
と
思
い
や
り
基
金

金
三
万
円
…
匿
名

■
医
療
・
保
健
福
祉
部
門

金
十
万
円
…
島
倉
芳
博（
西
洞
）

清
拭
布
…
今
井
修
子
（
大
沢
）

絵
（
額
付
）
…
匿
名

■
保
育
園

手
編
み
人
形
十
五
個
…

　
　
　
樋
口
美
佐
枝
（
西
洞
）

【
社
会
福
祉
協
議
会
】

金
十
万
円
…
島
倉
芳
博（
西
洞
）

古
切
手
…
村
雲
久
子
（
神
付
）

古
切
手
…
加
藤
壽
子
（
栃
山
）

古
切
手
…

　
　
　
神
付
・
お
た
の
し
み
会

古
切
手
…
山
田
土
建
㈱

古
切
手
…
㈲
新
世
紀
工
房

古
切
手
…

　
　
東
白
川
村
製
材
協
同
組
合

古
切
手
…
大
明
神
木
材

古
切
手
…
匿
名

御
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

※
敬
称
略

教
職
員
・
村
職
員
の

人
事
異
動
及
び

各
種
団
体
新
役
員
紹
介

○
日
時
　
五
月
三
日
（
金
）

○
会
場
　
中
川
原
水
辺
公
園

○
当
日
の
日
程

つ
ち
の
こ
フ
ェ
ス
タ 　

9:00 受付
9:30 開会式（みつば保育園児の遊戯）
9:50 つちのこ捜索大作戦
10:00 ステージイベント

（桧茶太鼓、中学生ブラスバンド、じゃ
んけんクイズ、丸太切り競争、マス
つかみ、ワンパク広場、クラフト体
験など）

12:00 つちのこ捜索結果発表
14:30 お楽しみ抽選会
15:00 閉会（餅投げ） 

　
捕
獲
賞
金

万
円

124

2013
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県
防
災
課
で
は
、
県
民
の
方

か
ら
災
害
の
初
期
情
報
を
画
像

デ
ー
タ
で
収
集
し
、
そ
の
情
報

を
災
害
対
応
に
活
用
す
る
「
岐

阜
県
防
災
リ
ポ
ー
ト
ｃ
ｈ
」
を

整
備
し
て
い
ま
す
。
　

　
よ
り
良
い
環
境
を
整
備
す
る

た
め
、
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
Ｏ
Ｓ
の

端
末
を
お
持
ち
の
方
は
特
に
防

災
情
報
リ
ポ
ー
タ
ー
へ
の
登
録

に
ご
協
力
下
さ
い
。

※iP
h
on

e

は
今
後
対
応
予
定

　
各
種
概
要
や
申
込
み
方
法
な

ど
の
詳
細
は
、
お
問
合
わ
せ
下

さ
い
。

■
お
問
合
わ
せ
先

・
岐
阜
県
防
災
課
防
災
支
援
係

℡
０
５
８-

２
７
２-

１
１
２
５

・
役
場
総
務
課
行
政
係

　
　
　
　
　
　
　（
内
二
三
〇
）

○
洗
濯
機

　
大
け
が
を
防
ぐ
た
め
、
洗
濯

物
は
確
実
に
停
止
し
て
か
ら
取

り
出
し
て
下
さ
い
。

　
ま
た
、
次
の
場
合
は
故
障
の

恐
れ
が
あ
り
危
険
で
す
。

①
動
作
途
中
に
蓋
を
あ
け
て
も

十
五
秒
以
内
に
洗
濯
・
脱
水
槽

が
止
ま
ら
な
い
。

②
蓋
ロ
ッ
ク
を
解
除
さ
れ
て
も

（
終
了
音
が
鳴
っ
て
も
）
洗

濯
・
脱
水
槽
が
止
ま
ら
な
い
。

○
電
気
毛
布
・
カ
ー
ペ
ッ
ト

　
経
年
劣
化
に
よ
る
火
災
事
故

が
起
き
て
い
ま
す
。

・
表
面
の
傷
や
破
れ
、
変
色

・
使
用
時
に
電
源
コ
ー
ド
や
操

作
部
が
発
熱
、
異
臭
が
す
る

・
ヒ
ー
タ
ー
線
が
露
出
、
内
部

で
重
な
っ
て
い
る
、
ル
ー
プ
状

に
な
る
、
折
り
癖
が
つ
い
て
い

る　
以
上
の
よ
う
な
点
が
見
ら
れ

た
ら
た
だ
ち
に
使
用
を
中

止
し
、
販
売
店
や
製
造
会

社
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

■
お
問
合
わ
せ
・
詳
細

※
下
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ご
覧
下

さ
い
。

○
日
・
場
所
…

①
六
月
三
十
日
（
日
）
関
市
　

わ
か
く
さ
プ
ラ
ザ
一
階

　
　
　
　
　
　
　
　
大
研
修
室

②
七
月
七
日
（
日
）
川
辺
町
　

中
央
公
民
館
一
階 

大
研
修
室

○
時
間
…
午
前
十
時
三
十
分
～

午
後
三
時
三
十
分
予
定

○
受
講
料
…
無
料
（
テ
キ
ス

ト
、
昼
食
代
含
む
）

○
申
し
込
み
〆
・
定
員
…

 

六
月
二
十
一
日
（
金
）
定
員

二
百
名
（
※
先
着
順
・
受
講
資

格
問
わ
ず
）

■
お
申
込
み
・
問
合
わ
せ
先
…

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
中
濃
地
域
　
℡
０

５
７
５-

２
２-

１
０
０
８

○
場
所
・
日
程 

可
茂
総
合
庁

舎
…
第
二
金
曜
日
、
飛
騨
総
合

庁
舎
…
第
四
水
曜
日
、
多
治
見

市
役
所
…
第
一
・
第
四
木
曜
日

○
相
談
時
間
…
午
前
十
時
～
午

後
三
時

○
相
談
方
法
…
完
全
予
約
制
、

前
日
ま
で
に
予
約
下
さ
い
。

■
予
約
・
問
合
わ
せ
先
…
岐
阜

県
県
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー

℡
０
５
８-

２
７
７-

１
０
１
１

　
犯
罪
・
事
件
事
故
の
被
害
者

や
ご
家
族
の
被
害
回
復
を
側
面

的
に
支
援
す
る
、
支
援
活
動
員

の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

○
募
集
期
間
…
四
月
一
日
～
五

月
三
十
一
日

○
募
集
人
員
…
十
五
名
程
度

○
応
募
資
格
…
二
十
五
～
六
十

五
歳
程
度

○
応
募
要
領
…
は
が
き
に
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明

記
、
「
資
料
請
求
」
と
記
載
。

■
お
申
込
み
・
問
合
わ
せ
先
…

公
益
社
団
法
人
ぎ
ふ
犯
罪
被
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
局

〒
５
０
０-

８
３
８
４ 

岐
阜
市

薮
田
南
五
丁
目 

一
四-

一
二 

℡

０
５
８-

２
７
５-

３
９
３
３

近
隣
の
休
日
診
療
情
報

被
害
者
支
援
活
動
員
養
成
講
座

受
講
者
募
集

日 曜日 加茂医師会 午前９時～午後５時 下呂市立休日診療所

3 金（祝）岩永耳鼻咽喉科（大手町／ 25-8749） ■診療日時
　毎週日曜日・祝日
　午前 9 時～午後 3 時
■所在地
　下呂市森 801-10
　下呂市民会館１階
　℡ 0576-24-1200
※原則として
　内科・小児科の急病患者

4 土（祝）木沢記念病院（古井町／ 25-2181）

5 日（祝）小林クリニック（坂祝町／ 25-8077）

6 月（休）うえだクリニック（下米田町／ 26-2281）

12 日 木沢記念病院（古井町／ 25-2181）

19 日 太田メディカルクリニック（太田町／ 26-2220）

26 日 安田内科クリニック（田島町／ 27-5088）

　
今
月
よ
り
掲
載
を
終
了
し

ま
す
。

　
予
定
は
下
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
青
空
見
聞
塾
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
随
時
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
下

さ
い
。

　
子
育
て
マ
マ
の
会

月
間
予
定
に
つ
い
て
　

わ
な
猟
免
許
取
得
講
習
会

受
講
者
募
集

二
十
五
年
度
交
通
事
故
巡
回
相
談
日

東白川森林組合月末報告
第 663 回共販会

ひのき

13cm 以下小丸太
平均単価 /06,900 円

14cm 以上
平均単価 /018,300 円
　　高値 /149,400 円

すぎ 平均単価 /10,600 円
　　高値 /20,000 円

赤まつ
平均単価 /07,300 円
　　高値 /18,500 円

総取扱量 729 ㎥
総販売高 1,050 万 3千円

安
全
使
用
の
た
め
に
家
電
を
点
検

http://www.aozora-kenbun.com/

一
般
社
団
法
人 

日
本
電
機
工
業
会

防
災
情
報
リ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集

県

http://www.jema-net.or.jp/



広
報
ひ
が
し
し
ら
か
わ 

4
月
号

H25
・
4
・
15

■
発
行
／
東
白
川
村
役
場
℡
０
５
７
４
（
７
８
）
３
１
１
１

IP
０
５
０
‐
６
０
０
０
‐
７
０
０
０

　
　
　
　

岐
阜
県
加
茂
郡
東
白
川
村
神
土
５
４
８

■
編
集
／
東
白
川
村
広
報
誌
編
集
委
員
会

■
印
刷
／
下
呂
印
刷
株
式
会
社

 

新
年
度
を
迎
え
て
、
広

報
も
読
み
や
す
さ
を
意
識
し
て
レ
イ
ア

ウ
ト
や
文
字
サ
イ
ズ
な
ど
を
変
更
し
ま

し
た
。
委
員
会
と
し
て
も
皆
さ
ん
に
楽

し
く
読
ん
で
い
た
だ
き
必
要
と
さ
れ
る

広
報
に
な
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
さ
て
、
新
年
（
一
月
一
日
）
と
新
年

度
（
四
月
一
日
）
と
が
何
故
ず
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
詳
細
は
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
目
標
を
定
め
る
機
会
が
二
度

あ
る
と
考
え
る
と
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
新
年
と
は
ま
た
違
う
一
年
の
始
ま
り

で
す
。
皆
さ
ん
も
新
た
な
目
標
を
立
て

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ひ
と
こ
と

世帯数 … 866世帯
人　口 … 2,598人
(男1,244人　女1,354人)

転　入 ……  6人
転　出 ……33人
出　生 ……  0人
死　亡 ……  3人

先月との比較 30人減
昨年との比較 78人減

3月末住民登録人口から

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

馬
渕
陽
祐

島
倉
利
夫

今
井
美
好 

七
十
九
歳
（
栃
山
）

九
十
五
歳
（
西
洞
）

八
十
六
歳
（
下
野
）

No.25

　

俳
　
句

春
光
と 

鳥
の
音
注
ぐ 

山
間
哉

安
倍
栄
香

春
め
く
や 

俄に
わ

か
に
体 

か
る
く
な
り

村
雲
と
み
子

水
仙
の 

香
放
ち
て 

風
さ
む
し

安
江
と
く
よ

孫
曾
孫 

桜
と
共
に 

里
帰
り村

雲
春
子

道
す
が
ら 

鴬
の
声
に 

立
ち
止
ま
り

村
雲
と
も
子

（
あ
け
ぼ
の
俳
句
の
会
）

　　
可
茂
地
域
の
ご
当
地
グ
ル
メ
発
掘
コ
ン

テ
ス
ト
「
か
も
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
が
開
か

れ
ま
す
。
白
川
町
で
開
催
さ
れ
る
今
回
は

過
去
最
多
の
三
十
五
店
舗
が
出
店
予
定
で

す
。

　
ま
た
地
域
物
産
展
、
野
菜
の
産
直
販
売

な
ど
の
お
楽
し
み
ブ
ー
ス
や
ス
テ
ー
ジ

シ
ョ
ー
も
充
実
し
た
内
容
で
す
。

　
家
族
、
知
人
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ぜ

ひ
お
出
か
け
下
さ
い
。
　

開
催
日
時
　
五
月
十
二
日
（
日
）

　
開
会
…
九
時
半
～
　
開
店
…
十
時
～

会
場
　
道
の
駅
清
流
白
川
ク
オ
ー
レ
の
里

入
場
料
　
一
人
百
円
（
小
学
生
以
上
）

　
※
投
票
用
の
お
箸
を
お
渡
し
し
ま
す

村
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

主
催
者
側
が
用
意
す
る
他
に
、
村
で
も

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
是
非
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

発
着
所
　
道
の
駅 

茶
の
里
東
白
川
　

※
運
行
時
間
は
後
日
チ
ラ
シ
に
て
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

村
内
か
ら
二
店
舗
の
出
店

青
年
有
志
の
グ
ル
ー
プ
﹁
Ｏ
・
Ｐ
・
Ｄ
﹂

﹁
蔵
吉
み
ん
な
の
店
﹂

　全出店者、周辺駐車場

などその他詳細な情報が

公開されています。下の

ＱＲコードかＵＲＬから

ご覧ください。

か
も

グ
ラ
ン
プ
リ

第
四
回

※
敬
称
略

http://www.kamo1.jp/

かも１グランプリ公式ＨＰ

白草の鶏ちゃん焼うどん （300 円）

飛騨牛ホル焼茶うどん （300 円）


